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ズッキーニ ─見た目はキュウリ、中味はナス？─

カボチャの仲間で、最近は日本でも身近な野菜になってきているズッキーニ。

その 25

　果実の草姿は「キュウリ」、食べた食感は「ナス」、しか
してその正体は、つるなしカボチャの「ズッキーニ」！　
カロテン豊富かつ低カロリーな健康野菜で、調理法の紹介
などにより急速に人気が高まってきました。
　つるがないので、誘引さえすれば場所をとらない、プラ
ンター栽培向きのズッキーニ。忘れず受粉を行って、
大きな実を収穫しましょう。

栄養豊富なズッキーニ
ズッキーニはカロテンを豊富に含み、
しかも低カロリーなことから、健康食
材として徐々にその地位を築いてきて
います。油炒め、天ぷら、煮込み料理
などに利用され、また花ズッキーニは
蒸し料理に向きます。形態的には、葉
に白斑の模様が入る品種もあり、観賞
しても楽しい野菜です。
食用ではないのですが、ペポカボチ
ャの仲間には「オモチャカボチャ」や
ハロウィンなどに使われるカボチャ、
ジャンボコンテスト用のカボチャなど
もあります。

来　歴
ズッキーニはアメリカ南部が原産地とさ
れる、いわゆる「ペポカボチャ」の一種で
す。現在、日本で栽培されているカボチャ
の主流は、ホクホクとした粉質の「西洋カ
ボチャ」ですが、日本へ最初に伝来したの
は、煮物などに向く粘質の「日本カボチャ」
でした。そして、ペポカボチャは明治以降
に飼料用などの目的で導入されましたが、
収穫後の調理など利用法が普及しなかった
ため、一部の地域でしか栽培は行われてき
ませんでした。
しかし、ここ数年でズッキーニをはじめ、

「そうめんカボチャ（金糸瓜）」などが広く
栽培されるようになり、また調理法も紹介
されてきたことから、ペポカボチャの人気
も高まっています。特に、ズッキーニの生
産は急速に広がっており、身近な野菜にな
りつつあります。
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花ズッキーニ。
蒸し料理にする
とおいしい。

ペポカボチャ

ズッキーニが含まれるペポカボチャには、おもしろい品種が目白押
しです。ゆでると果肉がそうめん状になる「そうめんカボチャ」、 ジ
ャンボカボチャの‘アトランチックジャイアント’、 かわいい「オモ

チャカボチャ」、 形がＵＦＯのような品種、まる
でターバンをかぶったような品種など実に多彩で
す。そのほか、丸い品種、漬物に向く品種もあり
ます。ぜひ挑戦してください。

コラム

子どもが座れるほど大きくな
るジャンボカボチャ‘アトラ
ンチックジャイアント’。

ユニークでおいしい「そうめ
んカボチャ」。
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ズッキーニ　主な品種

節間が詰まりガ
ッチリしている。

葉色が濃く、病害
虫にやられていな
い。

根鉢がしっかり
できている。

双葉がしっかり
ついている。

　ズッキーニは、つるなしとはいえカボチャの仲間なの
で、コンテナは 25 ℓ以上の大型のものを使用します。

　植え付けは５月上中旬に行います。ズッキーニの
場合、本葉３～４枚程度の若い苗がおすすめです。
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準備するもの

深さ
30㎝

直径30㎝
鉢底ネット

コンテナ（容量が25ℓ以上のもの）
長さ70㎝程度の仮支柱

誘引用のひも

移植ゴテ ハサミ

軽石（鉢底石）

培養土

　　↑
‘ダイナー’ ‘オーラム’

→

よい苗の選び方

タネまきと育苗
タネまきは、植え付け時期の１カ
月ほど前を目標に行います。５月上
中旬に植え付けるなら、４月上中旬
にタネまきすることになりますので、
保温が必要です。図を参考に育苗し、
本葉３～４枚で植え付けます。

 苗を購入する時は、以下の
ポイントを確認しながら選
びましょう。

２粒まき約１カ月間
育苗する。

週１回500倍液肥
を、水やり代わり
に与える。

本葉１～２枚まで
に１本に間引く。

本葉３～４枚が
植え付け適期。

12㎝ポリポット

植え付け ポリポットから
根鉢を崩さない
ように抜き、植
え付ける。

植え穴を
掘る。

❶❶コンテナの底に鉢底
ネットを敷く。

❷❷底が見えなく
なるくらいに
軽石を敷く。

❹❹コンテナの中央
に植え穴を掘る。

❺❺植え付け後は水をたっぷり
と与える。

❸❸培養土を
入れる。

ウォーター
スペースを
２㎝くらい
とる。
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開花後５日ほどで
収穫。

長さ
20㎝

〈ズッキーニ〉

〈雌花〉 〈雄花〉

〈花ズッキーニ〉

開花前か開花直後
のものを収穫。

　植え付け後、苗がぐらつ
くようなら、仮支柱を立て
ましょう。仮支柱に植え付
けた苗の茎を、地際から15
㎝くらいの所で８の字に誘
引します。

　つるなしなので、茎
はそのまま伸ばします。

　うどんこ病にはカリグリーン、アブラ
ムシにはオレート液剤、ウリハムシには
マラソン乳剤を散布し、防除します。

　開花後、５日程度で
収穫となります。また、
花ズッキーニを楽しむ
場合は、開花前あるい
は開花直後の雄花、雌
花の双方が利用できま
す。

　ズッキーニもカボチャの
一種なので、雌雄異花であ
り、雄花と雌花に分かれま
す。したがって、訪花昆虫
がうまく受粉しないと実が
つきません。
　雌花が咲き始めたら、朝
方９時ごろまでに人工受粉
を行い、着果を促します。

　生長中は、土が乾いたら
たっぷりと水やりします。

　２週間に１回の割合で追肥します。
特に着果期や果実肥大期は、生育の
様子を見ながら肥料切れにならない
よう気をつけます。
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２週間に１回、
化成肥料
土1ℓ当たり1ｇ

収穫

水やり

人工受粉

雌花の柱頭に花粉をなすりつける。

追肥

仮支柱立て

地際
15㎝

収穫適期の‘ダイナー’。


